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ベ ル カ ン ト唱法をア リ ゴポ ー

ラ ( 三大テ ノ
ー

ル の
一

人 ､ バ

グァ ロ ッ テ イ を育て た名教師) ､
措辞法を ハ ン ス ･ コ ロ ロ イ タ
ー

､ 演奏法を ヨゼ フ ･ モ ル ナ
- ル 各氏に師事｡ 昭和音楽大
学､ 宮城教育大学､ 創造学園
大学等を歴任 し､ 身体表現駄 ､
演奏法の 研究を続け , 作助も

多 い o NP O 法人創る村創設者｡
現在 ､ 音楽評論家D
なお ､ 飴屋先生は身体表現の
研究者と して ､ ｢ 秋耕会｣ (美

術団体) に所属し､ 絵画 ･ 書 ･

陶芸 を創作 しながら研究を重
ねて い るo ちなみに ､ 飴屋先
生 の書はア ラブの シ ヤ
ー ク 王室 に納め られて
お りますo
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仙 師 青年対ヒセンタ ー

第 個 室

2 月I 1 日(木一都 午後2 時 - 3 時x) 分

2 月2 0 日(土) 年前10 時 - 11 時33 分
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R E C T U R E R

青 葉 の 正 件 4

一 決感の体感と件i8 -

前回の講座 (書は体を表す) は前半後半に分けて実技 ･ 理論を行い ました｡ 今回壬ま2 月 1 1 日に実技

｢スマイル & スマイル唱法｣ ､ 2 月 2 0 別こ理論 ｢T) ズム & スピ]) ット アメイズムセオリ
ー

｣ の 二 日問に分

けて行います ｡

『快感は生命力の元素だ』 - しかも - 『生命力とは勝つ力であり人帯存続の力だ』

2 0 1 0 年 2 月 11 日 ( 木 ･ 祝)

午後 2 時 - 3 時 3 0 分

スマイル & スイングI 法 = 大書I 洗

r 実技｣ の部 o

｢ ス マ イ ル & ス イ ン グ唱法｣ をサ ー

ク ル 形式

でや っ てみます｡

目的
L 自然で理想的な発 しい動件 と呼吸法を会得 し発声法

を身に つ ける｡

･ レ ッ ス ン方式 - スポ ー

テ ィ
ー な整体歌唱法

･ ポイ ン ト①身体が健康で薬に なる ｡

②響く声を楽 しく快適に 出せ るように なる

③歌が大好きになり上 手になる

※垂井 ･ 文科 500 円

2 0 1 0 年 2 月 2 0 日 ( 土)

午前 1 0 時 - 1 1 時 3 0 分

I) ズム & スピリット アメイズムセオリ ー

指揮法ならび に括絵を探ります ｡

フ ル トヴ ェ ン グラ ー の第九 の演奏､ 伊達政宗 ､

山岡錬舟, 辻清明等の 作品を鑑賞しなが ら音楽

や色々 な作品の 正体を (縫合的で美的に) 解明

して みます｡

目的

･ 芸術を通して 人間の理想的なあり方を探る｡

･ 芸術表現法の感得

･ 芸術鑑箕法の感得

※入4 * 料 ･ 兼料 50 0 円

ご希望の方にfま, いままで行 っ た計漢の 聴取兼料 (各

500 円) をご用意 いた します｡ お伺 い合わせく1=
'

さい ｡
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